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平成28年3月24日（木）　　　司会：工藤　弘美　　　記録：慶長　孝太
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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・インフルエンザA型の流行が治まりつつあるが、最近「インフルエンザB型」の感染者が見られ始めている。引き続き、手洗い・うがい・マスクの着用を励行すること。
・第7回法人研修を下記の日程で実施予定。
　日時：4/5 (火) 4/6(水)　　17:30～18:30　場所：メンタルケア病棟　4階メモリアルホール
　テーマ：｢マイナンバーについて｣　講師：個人情報管理委員会委員長　大山栄光
・看護グループ内研修について

日時：平成H28年3月30日（水）　17：10～17：45　場所：病院2階会議室

対象：看護新人・初級・中級　テーマ：疾病教室　講師：澁谷NS

・3/25（金）13:00より、坂本健治様のケア会議をワーク柿の木苑にて実施。慶長と馬場が参加予定。

＜利用者様情報＞
・土佐　将志　様～特定女性メンバーから、1日のうちに数十件の電話とメールが来て、ストレスになっていると話している。電話に出ず、メールは返信していないとのこと。デイケアや青山荘のプログラムに参加している為、電話に出ることができないことを伝えているか確認すると「伝えても嫌っているのかって言われる」と話している。睡眠状況については、昨日頓服薬服用し7:40まで起床できなかったとのこと。起床後も眠気が残っていると話している。その旨について問診時に担当医へ相談するよう伝えると「そうします」と話している。自主活動にカラオケしたいと希望しており、表情良く参加している。

・番沢　政勝　様～午前のプログラムに終始テーブルに伏している様子や、自主活動に個室で横になっていることがあり、体調を確認。「腰痛くて。ヘルニアなんだよ」「椅子に座ってても痛いんだよ」と話しており、普段より腰痛が強いとのこと。辛い時には、スタッフに相談し休養することを伝えている。

・板橋　利美　様～昼食後、昨日処方になった頓服薬について、「痛くなってから飲む薬なんて、効くまでに時間がかかるのにな」と話している。左肩の痛みがあった際は、スタッフに話すよう伝えている。

・倉橋　生子　様～昼食後、先日亡くなった利用者の話しをしている。「人間関係、不思議なことばかりあるよね」と亡くなったことを受け入れている様子見られている。昨日は気分の高揚さ見られ声高に話していたが、本日はスタッフや他利用者へは、落ち着いて話しをしている。

＜外来情報＞

・特記事項無し

＜事例検討＞

カンファレンスシート（村上　元道様）

実施日：H28年3月24日（木）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当チーム：慶長、川井、馬場

検討内容目標と計画の評価

	氏名
	村上　元道様
	性別
	男
	年齢
	44
	生年月日
	S45.7.10

	主病名
	統合失調症
	合併症
	脂質代謝異常症

	治療方針（医師の指示）
	基本的生活習慣の習得、身体機能の維持・向上

対人関係の改善、作業能力・持続性の向上、病識を身に付ける

社会資源の利用

	本人希望
	現在の生活と仕事の継続。

	入院歴
	計3回（最終：H12年～H17年8月　青南病院）

	通所歴
	　2回目

· 前回：H17年8月～20年12月デイケア利用

· 今回：H20年12月3日～現在　　（週4回/月～木曜日）

	その他サービス利用
	うみねこ幸房

	住居：グループホーム「あおめ」
	家族構成　母、弟

	利用制度
	精神保健福祉手帳2級
	他　自立支援、生活保護


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	自立した生活（仕事・単身生活・仕事による金銭の受給）
	①うみねこ幸房にて安定した作業を行うことが出来る
	①体調を整えながら、継続して作業を行えるようになる。
	①疲労感や頭痛に対処しながら仕事、生活を行っていく。自分で対処出来ていない場合には、アドバイスをし適切な対処を促す。

	
	②活動と休息、言動の強弱、事象の捉え方など、全般に極端さが目立つ為、自分で加減出来るようになる
	②活動と休息、言動の強弱、事象の捉え方など、本人の捉え方と現実の照合ができるようになる。
	②日常生活や幸房で感じたことや不安について相談出来るようになる。自分が疑問に思ったことや聞き返したい事を言葉で表現する。話を出来る場を提供すると共に、話し合った内容についてズレが生じないよう分かりやすい言葉、表現で話し合っていく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①体調を整えながら、継続して作業を行えるようになる。
	・疲労感の訴えは変わらず。頭痛の訴えが目だっている。状況を確認すると、笑いながら「頭が痛い」と話しているが、特に問題は無いとのこと。疲労感や頭痛の訴えが聞かれた時でも通常通りにナイトケアで過ごすことができており、訴えが過度になることはない。疲労への対処としてゆっくり休むように伝えているが、変わらず夜更かしをして睡眠不足になる日がある様子。

（達成度60%）
	体調不良には頓服薬を服用するなどし対処できている。最近頭痛の訴えが増えてきているように感じる為、本人来所時には状況を確認し、適切な対応が出来るよう関わっていく。

	②活動と休息、言動の強弱、事象の捉え方など、本人の捉え方と現実の照合ができるようになる。
	・生活については、「金がない」と笑いながら話しているが、詳細を確認すると、特に問題はないとのこと。仕事については、スタッフから聞かれても笑いながら「全然」とのみ話し、詳細を話そうとしない。仕事や生活において何か困ったことや不安などがあったら相談するよう促すと、「わかった」「ちゃんと相談するよ」と穏やかに返答している。幸房でのトラブルがあった以降、本人から仕事に関する相談は聞かれていない。

・何か疑問に感じたことや、確認したいことについては、自分から相談や確認する事が出来ている。又、確認した内容についてはスタッフへ報告されており、正しく理解する事が出来ている様子。

（達成度70%）
	仕事でのトラブルについて本人から聞かれることはなかった為、本人が相談しやすい環境を維持しつつ、気軽に相談しながら今後の仕事や生活について検討して行く事が出来るよう本人に声掛けを行っていく。


【目標・治療計画（検討後）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	自立した生活（仕事・単身生活・仕事による金銭の受給）
	①うみねこ幸房にて安定した作業を行うことが出来る
	①体調を整えながら、継続して作業を行えるようになる。
	①疲労感や頭痛に対処しながら仕事、生活を行っていく。自分で対処出来ていない場合には、アドバイスをし適切な対処を促す。

	
	②活動と休息、言動の強弱、事象の捉え方など、全般に極端さが目立つ為、自分で加減出来るようになる
	②活動と休息、言動の強弱、事象の捉え方など、本人の捉え方と現実の照合ができるようになる。
	②日常生活や幸房で感じたことや不安について相談出来るようになる。自分が疑問に思ったことや聞き返したい事を言葉で表現する。話を出来る場を提供すると共に、話し合った内容についてズレが生じないよう分かりやすい言葉、表現で話し合っていく。


